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2017 年 5 月 20 日（土）、21 日（日）の日程で、第 27 回日本臨床工学会が開催されます。今

回の学会のテーマは「未来にはばたく臨床工学技士－新たな活躍の場を求めて－」であり、医工

連携分野の講演から、それぞれの業務分野ごとのシンポジウムやワークショップ、臨床工学技士

の教育のあり方など内容は多岐にわたります。今後の臨床工学技士のあり方、業務の方向性を考

える上で大きな学びの場となる 

ことは間違いありません。 

今回の日本臨床工学会は初の 

青森県開催となります。北海道 

の臨床工学技士の皆様も、北海 

道新幹線で身近になった東北に 

足を運び、青森のグルメを堪能 

しつつ、学会で多くの技術や情 

報を学んでいただきたいと思い 

ます。そして、それらを各病院 

に持ち帰り実践していくことが、 

今後の北海道臨床工学技士の底 

上げに繋がることと期待してい 

ます。ぜひ青森へ。 
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2017 年 2 月 26 日(日)ムトウ本社にて、第

11 回卒後教育セミナーが開催され、不整脈関

連業務に携わる道臨工会員の多数の参加があ

り、とても盛大なセミナーとなりました。 

 セミナー内容としては、「各施設のアブレー

ション業務の実際」と題して、4 施設でのア

ブレーション治療の実績や、チーム医療の一

員として臨床工学技士が担う役割などをご紹

介していただきました。各施設の発表者から

聞かれた意見としては、アブレーション治療

担当の臨床工学技士の確保が難しい点、新人

育成の取り組みについて、看護師との関係性

を構築することの難しさなど、率直な内容が

ご紹介されていたことが印象的でした。また、

ある発表者からは、不整脈関連の業務に携わ

る臨床工学技士の間で意見交換が出来る機会

が年に一回でもいいので設けることができれ

ば、業務に役立つ知識の習得のみならず、疑

問点や問題点の解決にも繋がるのでないかと

いう意見も聞かれました。 

特別講演では、社会医療法人社団 カレス

サッポロ北光記念病院 看護課長の菅野先生

に「デバイスに関わる看護師の役割」と題し

てご講演いただきました。各デバイスを植え

込む事で、生活がどのように変化していくの

第 11 回 
卒後教育セミナー開催 

教育講演中の縮先生 

セミナー風景 

かを患者自身が理解、納得できるまで丁寧に

説明を繰り返し、日常でのちょっとした疑問

でも気軽に相談できる関係性を築き、QOL の

維持、向上に尽力されている点にとても感銘

を受けました。技士や看護師の垣根を越えて、

一つのチームとして患者と向き合うことの大

切さを再確認できた内容となっていました。

教育講演では、筑波大学附属病院の縮先生

が「不整脈治療において臨床工学技士が求め

られている必要な知識」と題してご講演いた

だきました。豊富な経験から導かれた必要最

低限の基礎的な知識や、業務の取り組み方、

映像を交えたアブレーション治療の現場紹

介、今後発表される予定の新デバイスに関し

て最新の知見などをご説明していただき、不

整脈業務に携わる技士として、大変有意義な

内容となっており、講演時間があっという間

に過ぎてしまう印象でした。臨床工学技士の

専門性を活かして、カテーテル室での機器配

置や、ノイズ対策、電源コンセントの位置な

どにも気を配ることで、安全な医療環境を構

築されている点も感銘を受けました。 

各施設の現状や最新の知見について学ぶ大

変良い機会となったセミナーであり、様々な

分野の皆様にもお勧めできる内容となってい

ました。 

広報委員 東
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< 人工呼吸器電源切れ死亡 
   水戸市の病院 82 歳男性＞ 

 

茨城県警は、水戸市内の病院に入院していた

男性（82）が、人工呼吸器の電源が切れた状態

で死亡しているのが見つかったと明らかにし

た。司法解剖の結果、死因は不詳。事故や事件

の可能性があるとみて経緯を調べている。 

水戸署によると、2 月 7 日午後 9 時 10 分ご

ろ、巡回していた看護師（30）が発見した。人

工呼吸器のコンセントは外れていなかったが、

電源がオフの状態になっていた。 

男性は約 2 年前に入院し、寝たきり状態で常

時、人工呼吸器を装着していた。死亡時は 4 人

部屋でほかに 3 人の入院患者がいた。病院では

2 時間に 1 回程度巡回。約 100 人が入院してお

り、男性の階では死亡時、看護師 1 人とヘルパ

ー2 人がいた。 

時間外窓口で勤務していた女性によると、80

歳以上の終末期の患者や別の施設からの受け

入れが多いという。「（男性患者が亡くなった

ことは）聞いたが、詳しいことは何も知らない」

と戸惑った様子だった。 

 

2017 年 2 月 10 日 (金) 配信 共同通信社

3 月 14 日（火）の理事会で以下の報告、協

議がなされました。 

 

□報告事項 

 新入会・退会者の報告 

 現在の会員総数 1113 名 

 年会費自動振替対応状況報告 

 各委員会報告 

 日本臨床工学会誘致について 

2021 年誘致を目標に準備をする。 

 平成 29 年度総会開催日、開催場所 

6 月 4（日）、KKR 札幌医療センターで

開催 

□協議事項 

 平成29年度事業計画案・予算案について 

 共催・後援規定の整備について  

 当会規定の整備について  

 ホームページ問い合わせについて（個人情

報、一時対応）  

 Yボードミーティングについて  

 第28回北海道臨床工学会抄録集の事前発

送について  

 「AED日常点検啓発活動の協力に関する

お願い」について  

 公益事業承認について  

 メディカルオンライン登録について  

られている大学病院など計 276 医療機関から

の報告が、8 割超の 3428 件。このほか、任意

で 755 の医療機関が、同機構に 454 件の事故を

報告した。移動時の転倒や手術後に異物が体内

に残っていた事故などが目立った。 

 

2017 年 3 月 28 日 (火) 配信 読売新聞

< 昨年の医療事故、 
過去最多の 3882 件 9 年連続増＞

 

「日本医療機能評価機構」（東京）は 27 日、

昨年 1 年間に報告された医療事故の件数は全国

1031 医療機関で、過去最多の計 3882 件だった

と発表した。 

調査は 2005 年に始まり、9 年連続で増え続け

ている。内訳は、医療事故の報告が義務づけ 

◆RM ニュース◆



（詳細は、日本医療機能評価機構のホームページをご覧下さい。） 
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下記に示すセミナー、学会等が開催されま

す。皆様多数の参加をお願いいたします。詳細

は公益社団法人 北海道臨床工学技士会ホー

ムページまたは各記載の web サイトをご覧く

ださい。 

****************************************** 

2017 年 5 月 13 日（土） 
「第 3 回地域連携セミナー」 
   ～呼吸療法、最新事情！～ 
 会場 北見赤十字病院 

http://hcea.umin.ac.jp/info_study/2016/3th
_tiikirennkei_seminar_kitami.html 
****************************************** 

****************************************** 

2017 年 5 月 20 日（土）～5 月 21 日（日） 
「第 27 回日本臨床工学会」 
 会場 リンクステーションホール青森 
    ホテル青森 

http://convention.jtbcom.co.jp/jace27/ 
****************************************** 

2017 年 6 月 10 日（土） 
「第 6 回北海道医療安全研究会」 
 会場 北海道自治労会館 5 階 大ホール 
****************************************** 

2017 年 7 月 9 日（日） 

「第 6 回 日本 EP アブレーション 
技術研究会」 

 会場 TKP 札幌駅カンファレンスセンター 

       カンファレンスルーム 3D 

http://ep-engineer.net/EP_STAFF_ROOM/W

elcome.html 

****************************************** 
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北海道臨床工学技士会に私が関わるように

なったいきさつについて紹介させていただき

ます。 

 我が国では昭和25年頃より医療現場にME

機器が普及し始め、ME 専門企業も登場し始

めました。また昭和 37 年には、医学者と工学

者の協力の場として日本 ME 学会が設立され

ました。当時は臨床工学技士が学生時代に必

ず習う差動増幅器の同相弁別比が現在の

100dB よりはるかに低い増幅器しかなく、脳

波は雑音を低減させるためシールドルーム内

で測定していました。また我が国においても

心臓ペースメーカの開発が行われていまし

た。 

このような状況の昭和 37 年から 41 年まで

私は工業系の大学に在学していて、工学の医

学応用に興味を持っていました。その当時、

北海道大学応用電気研究所（現在の電子科学

研究所）にはメディカルエレクトロニクス、

メディカルトランスデューサ、メディカルテ

レメータの研究室があり、活発に研究が行わ

れていました。そこで大学院生としてメディ

カルエレクトロニクス研究室に進むことにし

ました。研究室の教授、助教授はそれぞれ工

学部、理学部の出身ですが医学博士で、前職

は大学病院、都内有名病院の臨床現場でした。

また助手は内科の医師で、研究室では医工連

携で研究が行われていました。私は呼吸器内

科、麻酔科の先生の協力を得て、人工呼吸器

の研究を行いました。 

卒業後助手となってからは循環器、特に人

工心臓に興味を持っていました。縁があり、

世界で初めて人工心臓がイヌに植え込まれ

た伝統ある米国クリーブランドクリニック

に留学しました。帰国後は各種人工心臓開発

を行いました（空気駆動ポンプ、モータ駆動

ポンプ、連続流ポンプ、カテーテルポンプ）。

このようなことから道内専門学校の臨床

工学技士科で講義を担当することになり、真

下泰先生、和田龍彦先生、室橋高男先生の推

薦で外部理事を担当することになりました。

臨床工学技士には生命維持装置と患者さ

んの間を結ぶ重要なインターフェイスの役

割があります。ご活躍を期待しています。 

 

このコーナーでは、北海道臨床工学技士会を外部理事としてサポートしていただいている先生

方を紹介します。今回は、臨床工学の分野でご活躍されています三田村好矩先生です。三田村先

生と臨床工学技士会の関わりについて書いていただきました。 
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